
 

 

 

  

 
半
導
体
関
連
企
業
へ
就
職
者
多
数
輩
出 

令
和
５
年
３
月
卒
業
生
、
夢
へ
羽
ば
た
く 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
マ
ス
ク
は
未

だ
手
放
せ
な
い
が
、
以
前
の
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
、
昨
年
同
様
フ
ル
規
格
の

体
育
大
会
が
予
定
し
て
い
る
。
昨
年
度
Ｂ

ク
ラ
ス
優
勝
の
実
績
で
、
悲
願
の
Ａ
ク
ラ

ス
入
り
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。 

総
責
（
総
合
責
任
者
）
に
は
イ
ケ
メ
ン
風

の
坂
口
君
（
富
合
中
・
サ
ッ
カ
ー
、
写
真 

電 子 科 の お 得 情 報
他校・他科とは違う、 

熊工電子科の魅力をお届け 

今年度の全国高等学校体育大会は 7 月 22 日（土）～8 月 21 日（月）、北海道を中心に行われます。君もインターハイの舞台へ！  

目
標
は
Ａ
ク
ラ
ス 

 
 

総
責
に
手
応
え
も 

左
）
が
名
乗
り
を
上
げ
、
「
俺
に
付
い
て
こ

い
！
新
た
な
電
子
科
の
歴
史
を
一
緒
に
刻

も
う
ぜ
」
と
意
気
揚
々
だ
。
ま
た
、
副
総
責

に
は
陽
気
な
重
戦
車
、
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
迫
田

君
（
小
川
中
・
ラ
グ
ビ
ー
、
写
真
右
）
が
「
俺

の
他
に
誰
が
い
る
。
団
体
競
技
の
指
導
は
俺

に
任
せ
ろ
！
」
と
こ
ち
ら
も
鼻
息
が
荒
い
。 

三
年
生
は
ク
ラ
ス
リ
レ
ー
３
位
等
の
実

績
が
あ
り
盤
石
な
態
勢
で
あ
る
が
、
夢
の
Ａ

ク
ラ
ス
入
り
を
果
た
す
に
は
、
一
年
生
の
脚

力
と
二
年
生
の
ク
ラ
ス
リ
レ
ー
ビ
リ
か
ら

の
脱
却
が
カ
ギ
と
な
る
よ
う
だ
。
サ
ン
ゴ
フ

ラ
ッ
グ
の
実
力
に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。 

編集責任者 

 

熊本工高 

電子科 

発行日 
令和 5年

5月 5日  

 

ＴＡＫＥ 

ＦＲＥＥ 
ご自由に
お取りください 

 

私たちの生活をより便利に、より豊かにしているのがコンピュータ化・Ｉ ｏ Ｔ
化です。つまり半導体技術の進化が大きなカギを握っています。その半導体の
動作原理や仕組みを学び、即戦力として半導体関連企業に就職しよう！  

近年のロボット制御技術の進化は、作業の自動化や労働力不足を補う重要な
役割を担っています。最新装置で学ぶロボット制御技術で未来を創造し、君自
身が最新テクノロジーを開発する技術者を目指そう！  

部活動では主力メンバーとして活躍する一方、将来のため
に資格取得に励む生徒を補講等で全面的にバックアップ。 
取得可能な資格もさらに充実。進学や就職に有利なジュニア
マイスター顕彰ゴールドが目標！ 部活も金！ 資格も金！  

進学 ・就職の 

ご 用 命 は 

熊工電子科へ 

対 応 迅 速 ！ 

令
和
４
年
度
も
ジ
ュ
ニ
ア
マ

イ
ス
タ
ー
（
Ｊ
Ｍ
）
認
定
者
数
全

国
上
位
３
０
校
に
名
を
連
ね
た

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
熊

工
」
で
あ
る
が
、
昨
年
１
２
月
、

電
子
科
に
と
っ
て
う
れ
し
い
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。 

        
 

        

全
国
初
で
あ
る
学
校
設
定
科

目
「
半
導
体
技
術
」
設
定
に
伴
い
、

受
検
を
推
奨
す
る
「
半
導
体
技
術

者
検
定
」
が
Ｊ
Ｍ
区
分
表
に
採

用
・
掲
載
さ
れ
た
。
ま
だ
知
名
度

が
低
く
、
高
校
生
の
受
検
者
数
も

少
な
い
た
め
区
分
表
へ
の
採
用

ま
で
に
は
数
年
か
か
る
と
の
見

通
し
で
あ
っ
た
が
、
思
い
の
ほ
か

素
早
い
対
応
で
あ
っ
た
。
３
級
の

取
得
で
４
ポ
イ
ン
ト
と
若
干
低

め
の
評
価
に
不
満
が
残
る
が
、
区

分
表
へ
の
掲
載
が
目
標
で
あ
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
一
安
心
だ
。 

令
和
５
年
度
は
３
年
生
の
希

望
者
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
初
の

合
格
者
を
輩
出
す
る
の
が
目
下

の
目
標
と
な
る
。
半
導
体
の
分
類

や
品
質
保
証
、
試
験
項
目
等
の
知

識
が
必
要
と
な
る
た
め
、
教
科
書

を
基
本
に
学
び
を
深
め
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
対
策
を
進
め
た
い
。 

半
導
体
技
術
者
検
定
が 

Ｊ
Ｍ
顕
彰
制
度
採
用
決
定 

３ ジュニアマイスター顕彰認定者多数 

２ 最新ロボット実習装置での学び 

や
は
り
令
和
五
年
に
も
三
月
一
日
は
訪
れ
た
。
努
力
が
実
を
結
び
、

笑
顔
と
涙
が
交
錯
す
る
、
人
生
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
に
残
る
一

日
で
あ
る
。
こ
の
日
電
子
科
卒
業
生
四
〇
名
が
三
年
間
の
思
い
出
を
胸

に
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
四
月
か
ら
の
新
生
活
に
心
躍
ら
せ
た
。 

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
日
本
法
人
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
に
就
職
す
る
菊
池
君
（
武
蔵

ケ
丘
中
・
サ
ッ
カ
ー
）
と
平
澤
君
（
東
部
中
・
水
泳
）
は
台
湾
で
の
新

生
活
が
始
ま
る
。
三
ヶ
月
間
限
定
に
な
り
そ
う
だ
が
、
な
に
せ
海
外
で

の
慣
れ
な
い
生
活
習
慣
や
食
生
活
等
に
体
調
管
理
に
だ
け
は
注
意
し

て
欲
し
い
。
絶
好
調
な
半
導
体
関
連
企
業
に
電
子
科
だ
け
で
９
名
が
就

職
す
る
。
他
に
も
都
大
路
を
駆
け
抜
け
た
藤
吉
君
（
八
代
七
中
・
駅
伝
）

は
九
電
工
へ
、
是
が
非
で
も
戦
車
を
製
造
し
た
い
北
川
君
（
下
城
南
・

ア
ニ
メ
）
は
三
菱
重
工
業
へ
そ
れ
ぞ
れ
就
職
す
る
。
い
つ
も
な
が
ら
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
就
職
先
に
、「
企
業
選
び
放
題
」
感
で
溢
れ
た
。 

進
学
は
国
公
立
の
大
分
大
学
に
進
学
す
る
進
君
（
日
吉
中
・
弓
道
）

や
熊
本
高
等
専
門
学
校
へ
編
入
学
す
る
本
並
君
（
山
鹿
中
・
自
動
車
）

ら
を
は
じ
め
、
こ
ち
ら
も
多
彩
だ
。
将
来
飛
行
機
の
整
備
を
し
た
い
益

岡
君
（
北
部
中
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
は
北
海
道
へ
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

を
経
験
し
た
石
橋
君
（
帯
山
中
・
ラ
グ
ビ
ー
）
や
園
田
君
（
託
麻
中
・

ラ
グ
ビ
ー
）
は
進
学
後
も
競
技
を
続
け
る
な
ど
ま
さ
に
十
人
十
色
だ
。 

今
後
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
半
導
体
関
連
の
お
祭
り
騒
ぎ
は
し
ば
ら
く
継
続

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
好
機
に
電
子
科
と
し
て
は
半
導
体
に
関

連
す
る
就
職
・
進
学
を
希
望
す
る
中
学
生
を
大
募
集
し
、
将
来
の
研
究

者
・
製
造
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。 

旬な情報はこちら 

合格率が決め手！資格は電子！ 

 検定・資格名    難易度 
 

計算技術検定３級  ★☆☆☆☆ 
情報技術検定３級  ★☆☆☆☆ 
リスニング英語検定 ★～★☆☆ 
品質管理検定４級  ★☆☆☆☆ 
ワープロ検定    ★☆☆☆☆ 
危険物取扱者乙４  ★★☆☆☆ 
陸上特殊無線技士  ★★★☆☆ 
第二種電気工事士  ★★★☆☆ 
工事担任者     ★★★☆☆ 
技能検定３級    ★★★☆☆ 
半導体技術者検定  ★★★★☆ 
ＩＴパスポート   ★★★★☆ 
電気主任技術者   ★★★★★★ 

※難易度はあくまでも目安です。 

１ 電脳を構成する半導体が身近に 

YUUSHI 

SHINBUN 



 

    
 

全
国
初
の
学
校
設
定
科
目 

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
３
年
生
に
必
修
化
へ 

 
 

 

誰
し
も
が
感
電
の
経
験
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
？
身
近
な
感
電
の
例
は
、
冬
場
の

乾
燥
し
た
時
期
に
生
じ
る
静
電
気
が
有
名

だ
。
ド
ア
ノ
ブ
を
触
ろ
う
と
す
る
瞬
間
、
ド

ア
と
指
先
間
で
放
電
現
象
が
起
こ
り
、
電

撃
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
感
じ
る
。
何
ボ
ル

ト
ぐ
ら
い
な
の
か
…
？
電
圧
計
で
測
定
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
お
よ
そ
３
ｋ
（
３
０

０
０
）
Ｖ
以
上
で
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
だ
。

こ
れ
は
帯
電
し
て
い
る
人
体
内
の
静
電
気

が
瞬
間
的
に
ド
ア
ノ
ブ
に
移
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
電
撃
が
生
じ
、
痛
み
を
感
じ
て

い
る
。
ド
ア
ノ
ブ
に
ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
あ

る
程
度
抵
抗
値
を
持
っ
た
も
の
を
被
せ

て
、
触
る
と
電
撃
は
生
じ
な
い
。
実
験
・
実

習
で
毎
回
電
撃
攻
撃
を
受
け
れ
ば
勉
強
ど 

今年度の全国高等学校ロボット競技大会は 10 月 28 日（土）～29 日（日）、福井県で行われます。君も全国の舞台へ！  

教
育
課
程
が
変
更 

 
 
 

よ
り
深
い
学
び
へ 

 

次
年
度
か
ら
電
子
科
で
も
新
し
い
教
育
課

程
が
完
全
実
施
さ
れ
る
。
大
き
な
変
更
点
は 

学
校
設
定
科
目
「
半
導
体
技
術
」
の
新
設
で
あ

る
が
、
そ
の
他
に
も
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術 

の
採
用
も
電
子
科
で
は
目
新
し
い
。
従
来
は

「
電
子
情
報
技
術
」
と
い
う
科
目
が
あ
っ
た 

が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
と
統
合
さ
れ
た
。

「
電
子
」
の
名
前
が
消
え
た
の
は
寂
し
い
限

り
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
。 

 

選
択
科
目
も
３
科
目
設
定
し
、
普
通
科
目

（
数
学
・
理
科
）
と
専
門
科
目
、
ど
ち
ら
を
選

ぶ
か
は
自
由
だ
。
就
職
が
専
門
、
進
学
が
普
通

科
目
と
い
う
妙
な
決
ま
り
も
な
い
。
得
意
な

ほ
う
を
選
べ
ば
よ
い
！
と
い
う
ス
タ
ン
ス

だ
。
ど
ち
ら
も
苦
手
な
ら
厳
し
い
が
…
。 

 

工
業
技
術
基
礎
と
実
習
は
３
時
間
連
続
授

業
だ
。
と
は
言
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
休
み
時
間

は
あ
る
。
そ
こ
ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
で

は
な
い
。
１
０
人
が
一
班
と
な
り
、
週
替
わ
り

で
実
験
や
製
作
に
取
り
組
む
。
テ
ー
マ
に
よ

っ
て
１
人
で
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
２
～
３
人

で
進
め
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

さ
ら
に
課
題
研
究
が
２
年
生
か
ら
設
定
さ

れ
る
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。
こ
ち
ら
も
班
編

成
し
、
同
じ
目
標
・
目
的
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
で

探
求
学
習
に
取
り
組
む
。 

 

従
来
か
ら
の
制
御
や
通
信
に
半
導
体
を
加

え
、
電
子
科
の
学
び
に
進
化
が
止
ま
ら
な
い
。 

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト 

 

も
う
二
歩
届
か
ず
３
位 

  

惜
し
く
も
３
位 

世
界
的
な
半
導
体
企
業
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
発
表
以
来
、
県
内
の
熊
本
大
学
や
熊
本
高
等
専
門
学

校
、
熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
校
等
々
が
続
々
と
半
導
体
教
育
へ
の
学
科
新
設
や
教
育
内
容
の
充
実
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
校
で
も
全
国
に
先
駆
け
学
校
設
定
科
目
「
半
導
体
技
術
」
を
新
設
し
、
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
る
。
科
目
名
の
決
定
に
際
し
て
も
「
半
導
体
工
学
」
や
「
半
導
体
概
論
」
、「
半
導
体

基
礎
」
等
様
々
な
案
が
あ
っ
た
が
、
他
科
に
も
多
く
の
「
○
○
技
術
」
と
い
う
科
目
名
が
多
い
こ
と
で

半
導
体
技
術
に
落
ち
着
い
た
。
全
く
面
白
み
の
な
い
決
め
方
で
あ
る
が
、
教
育
課
程
表
に
並
ん
だ
科
目

名
に
対
し
て
浮
か
ず
沈
ま
ず
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
科
目
名
で
あ
り
、
安
心
感
が
あ
る
。 

 

次
に
教
科
書
で
あ
る
が
、
従
来
電
子
科
で
は
「
電
子
回
路
」
の
科
目
で
半
導
体
に
関
す
る
学
習
を
し

て
き
た
。
し
か
し
、
よ
り
専
門
的
な
内
容
に
な 

る
よ
う
、
一
般
社
団
法
人
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
・ 

イ
ネ
ー
ブ
リ
ン
グ
協
会
（
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
が
主
催 

す
る
「
半
導
体
技
術
者
検
定
３
級
」
の
参
考
書 

と
な
っ
て
い
る
「
は
か
る×

わ
か
る
半
導
体
入 

門
編
」
を
採
用
し
た
。
と
こ
ろ
が
半
導
体
の
製 

造
に
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
生
徒
が
製
造
装
置 

や
検
査
方
法
等
を
理
解
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が 

高
く
、
現
在
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ａ
側
に
、
半
導
体
の
基
礎 

知
識
等
に
特
化
し
た
４
級
の
新
設
と
受
験
料
の 

割
引
に
関
す
る
要
望
を
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
は
科
目
設
定
の
目
的
で
あ
る
、
半
導
体 

に
関
す
る
興
味
関
心
を
深
め
、
将
来
の
進
路
選 

択
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
だ
。 

電子科教育課程 １年 ２年 ３年

工業技術基礎 3

課題研究 2 3

実習 3 3

製図＊ 2/0

工業情報数理 2

電気回路 3 2 2

電子回路 3

電子計測制御＊ 2/0

通信技術＊ 2/0

ハードウェア技術 2

半導体技術 1
＊
は選択科目 8 9/7 18/14

電
子
科
で
扱
う
電
気
は
ヤ
バ
い
の
か 

こ
ろ
で
は
な
い
。 

 

話
が
だ
い
ぶ
逸
れ
て
い
る
が
、
電
子
科

で
扱
う
電
気
は
ヤ
バ
い
の
か
？
答
え
は
Ｎ

Ｏ
だ
！
機
器
間
で
配
線
を
間
違
え
て
接
続

し
て
も
煙
が
上
が
る
程
度
で
、
燃
え
上
が

っ
た
り
爆
発
し
た
り
す
る
危
険
は
な
い
。

実
に
安
全
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
後
、
機
器
類

が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
る
こ
と
は
多

少
あ
る
が
、
金
に
物
を
言
わ
せ
れ
ば
比
較

的
簡
単
に
修
理
可
能
だ
。
さ
ら
に
経
済
を

回
し
て
い
る
感
覚
に
も
な
る
。 

 

冗
談
は
さ
て
お
き
、
上
の
写
真
は
電
子

科
で
最
も
大
き
な
電
気
を
扱
う
電
力
測
定

の
実
習
だ
。
御
覧
の
通
り
机
上
で
行
う
長

閑
な
実
習
風
景
だ
。
し
か
も
高
々
オ
ー
ム

の
法
則
ご
と
き
を
電
卓
で
計
算
す
る
、
先

進
的
な
算
出
方
法
も
ま
た
魅
力
的
だ
。
加

え
て
電
子
科
の
実
習
等
で
使
用
す
る
電
気

は
天
然
由
来
の
成
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、

１
０
０
％
安
全
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

高
校
総
体
が
終
わ
っ
た1

週
間
後
、
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会
が
玉
名
工
業
高
校
で
開
催
さ

れ
た
。
約
半
年
間
の
練
習
の
成
果
が
問
わ
れ
る
日
で
あ

る
。
電
子
科
か
ら
は
電
子
回
路
組
立
部
門
へ
毎
年
出
場

し
て
い
る
。
今
年
も
厳
し
い
科
内
予
選
を
経
て
薮
田
君

（
西
原
中
・
マ
イ
コ
ン
部
）
が
出
場
を
決
め
た
。 

 

競
技
内
容
は
、
２
時
間
半
で
与
え
ら
れ
た
条
件
を
満

た
す
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
入
力
回
路
の
製
作
）
と
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）
の
両
方
を
製
作
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
過
酷
な
レ
ー
ス
だ
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
若
干
の
不
安
を
残
し
た
状
態

で
の
出
場
で
、
入
賞
に
は
程
遠
い
前
評
判
で
あ
っ
た
。

結
果
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
は
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
。
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
は
ラ
イ
バ
ル
の
上
位
陣
が
全
問
ク
リ
ア

に
対
し
、
８
問
ク
リ
ア
の
３
位
と
な
り
、
そ
の
成
績
が

そ
の
ま
ま
順
位
と
な
っ
た
。 

 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
１
位
は
昨
年
も
高
松
君
（
御
船

中
・
日
産
自
動
車
）
が
成
し
遂
げ
て
お
り
、
２
年
連
続

と
な
っ
た
。
高
松
君
に
指
導
を
受
け
た
薮
田
君
が
、
さ

ら
に
そ
の
伝
統
を
２
年
生
に
、
ま
た
次
の
学
年
に
伝
承

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 


